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２
日
（
月
）
～

日
（
金
）
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大
掃
除
月
間

今
月
の
目
標
は
「
身
の
回
り
の
整
理
整
頓
を

２
日
（
月
）
保
護
者
会
（
１
２
）

し
っ
か
り
し
ま
し
ょ
う
。」
で
す
。

二
、
校
内
水
道
工
事

３
日
（
火
）
保
護
者
会
（
５
６
）

学
校
で
使
う
教
科
書
や
文
房
具
類
は
整
理
整

今
ま
で
屋
上
の
受
水
槽
に
水
を
溜
め
配
水
し

安
全
指
導
・
安
全
点
検

頓
で
き
て
い
ま
す
か
？
や
り
っ
ぱ
な
し
に
な
っ

て
い
た
シ
ス
テ
ム
を
、
直
結
式
の
水
道
方
式
に

４
日
（
水
）
６
年
生
を
送
る
会

て
い
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

校

長

中
岡

盛
一

変
え
る
た
め
、
夏
休
み
に
廊
下
を
中
心
に
足
場

お
別
れ
給
食
会

身
の
回
り
が
乱
雑
に
な
っ
て
い
る
と
、
途
中

を
組
み
水
道
管
を
通
す
工
事
が
入
り
ま
す
。
危

５
日
（
木
）
委
員
会
活
動

で
物
を
落
と
し
た
り
、
ど
こ
に
い
っ
た
か
探
さ

校
庭
の
プ
ー
ル
の
入
り
口
近
く
に
あ
る
平
成

険
な
た
め
子
供
た
ち
を
校
舎
内
に
入
れ
る
こ
と

６
日
（
金
）
保
護
者
会
（
３
４
）

な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
り
と
、
学
習
に
集
中

記
念
植
樹
の
二
本
の
紅
白
の
梅
が
咲
き
、
桜
の

が
で
き
な
い
た
め
、
夏
休
み
に
毎
年
実
施
し
て

９
日
（
月
）
巣
立
ち
の
会

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
身
の
回
り
の
乱
れ
は
、

蕾
も
少
し
ず
つ
膨
ら
ん
で
き
て
、
春
の
訪
れ
を

い
た
学
力
補
充
教
室
は
開
催
で
き
ま
せ
ん
。
夏

特
別
時
程
５
時
間
授
業

心
の
乱
れ
に
も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
使
い

感
じ
ま
す
。

季
水
泳
指
導
は
実
施
し
ま
す
。

日
（
土
）
春
分
の
日

た
い
物
が
す
ぐ
に
出
て
こ
な
く
て
、
イ
ラ
イ
ラ
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い
よ
い
よ
学
年
末
を
迎
え
ま
し
た
。
一
年
間
、
三
、
新
一
年
生

日
（
月
）
給
食
終
わ
り

し
た
り
、
や
る
気
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
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保
護
者
・
地
域
の
皆
様
の
御
協
力
に
感
謝
申
し

現
在
の
と
こ
ろ
男
四
十
九
名
、
女
四
十
四
名
、

日
（
火
）
修
了
式

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
気
持
ち
よ
く
過
ご
す
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上
げ
ま
す
。
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
お

合
計
九
十
三
名
の
入
学
予
定
で
す
。
従
っ
て
三

卒
業
式
リ
ハ
ー
サ
ル

た
め
に
も
、
身
の
回
り
は
い
つ
も
き
れ
い
に
し

子
さ
ん
の
教
育
は
学
校
と
家
庭
・
地
域
が
一
体

学
級
編
制
と
な
り
ま
す
。
教
室
配
置
の
関
係
で

日
（
水
）
卒
業
式

て
お
き
た
い
で
す
ね
。
そ
れ
に
、
自
分
の
回
り
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と
な
っ
て
行
っ
て
い
く
と
効
果
が
上
が
り
ま
す
。
現
在
二
年
生
が
使
用
し
て
い
る
二
階
の
教
室
が

日
（
木
）
春
季
休
業
日
始

を
き
れ
い
に
し
て
お
く
と
、
他
の
人
も
気
持
ち

26

子
供
た
ち
が
学
校
に
い
る
時
間
は
約
七
時
間
程

新
一
年
生
と
な
り
、
現
在
の
一
年
生
は
教
室
変

よ
く
す
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

度
で
、
そ
の
他
の
時
間
は
家
庭
・
地
域
で
過
ご

更
が
無
く
そ
の
ま
ま
と
な
る
予
定
で
す
。

※
火
災
を
想
定
し
た
予
告
な
し
の
避
難

整
理
整
頓
が
ど
う
し
て
も
苦
手
と
い
う
人
が

し
て
い
ま
す
。
二
十
七
年
度
も
大
泉
小
学
校
の

四
、
三
学
期
制
の
移
行
期
間

訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

い
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
い
う
人
は
ま
ず
、
「
使

教
育
方
針
や
活
動
に
御
理
解
と
御
協
力
を
た
ま

再
来
年
の
二
十
八
年
度
か
ら
練
馬
区
は
三
学

っ
た
物
は
必
ず
元
に
戻
す
」
と
い
う
こ
と
か
ら

わ
り
、
成
果
を
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

期
制
に
戻
り
ま
す
。
二
学
期
制
の
よ
さ
の
「
学

◎
４
月
６
日
（
月
）
始
業
式
・
入
学
式

始
め
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

ま
す
。

び
の
連
続
性
や
子
供
と
向
き
合
う
時
間
的
な
ゆ

三
月
は
総
ま
と
め
の
月
で
す
。
気
持
ち
よ
く

さ
て
、
今
年
度
の
学
校
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
の

と
り
の
確
保
」
を
失
わ
な
い
努
力
と
、
授
業
時

新
し
い
学
年
に
進
級
で
き
る
よ
う
に
今
ま
で
使

結
果
報
告
と
考
察
を
お
知
ら
せ
し
て
い
る
と
こ

数
、
通
知
表
な
ど
の
評
価
、
行
事
等
、
の
問
題

っ
て
き
た
教
室
、
持
ち
物
を
き
れ
い
に
し
、
身

ろ
で
す
が
、
来
年
度
の
こ
と
に
つ
い
て
も
お
知

に
対
し
て
準
備
を
し
て
い
き
ま
す
。

の
回
り
を
整
理
整
頓
し
ま
し
ょ
う
。
お
う
ち
の

ら
せ
い
た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
卒
業
式
を
二
十
五

方
か
ら
も
声
か
け
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

一
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）
へ
の
移
行

日
に
挙
行
い
た
し
ま
す
。
卒
業
生
七
十
五
名
が

（
和
久
井

智
洋
））

五
月
下
旬
か
ら
、
英
語
を
母
国
語
と
す
る
Ａ

卒
業
で
す
。
小
学
校
で
学
ん
だ
こ
と
を
土
台
に

Ｌ
Ｔ
が
五
、
六
年
生
及
び
５
組
に
派
遣
さ
れ
る

中
学
校
で
大
き
く
成
長
し
て
い
っ
て
欲
し
い
と

予
定
で
す
。
五
、
六
年
生
に
つ
い
て
は
、
一
学

期
待
し
て
い
ま
す
。

級
当
た
り
十
六
時
間
程
度
の
授
業
参
加
の
予
定

で
す
。
原
則
一
日
六
時
間
学
校
に
い
ま
す
の
で
、

授
業
以
外
で
も
、
国
際
理
解
や
異
文
化
理
解
の

た
め
子
供
た
ち
と
の
交
流
を
考
え
ま
す
。

第 395号 学校便り 大泉 平成 27年 3月 2日

大
泉
＜発行＞
練馬区立大泉小学校

＜所在地＞
練馬区東大泉 4-25-1

TEL 03-3924-0144
FAX 03-5387-2092

《
３
月
の
生
活
目
標
》

「
身
の
回
り
の
整
理
整
頓
を

し
っ
か
り
し
ま
し
ょ
う
」

３
月
の
行
事
予
定

◎
『
心
の
ふ
れ
あ
い
相
談
室
』
に
つ
い
て

ふ
れ
あ
い
相
談
員
は
、
浅
沼
玲
子
相
談
員
で
す
。

・
時
間
は･･

･

火
曜
日
・
木
曜
日

９
時

分
～

時

時

30

17

15

・
場
所
は･

･･

和
室

で
行
い
ま
す
。

年
度
末
を
迎
え
て

練
馬
区
い
じ
め
防
止
標
語
で
四
年
生
の
矢
吹

正
宗
君
が
最
優
秀
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。「
助

け
よ
う
見
て
い
る
だ
け
じ
ゃ
か
わ
ら
な
い
」

先
日
は
テ
ス
ト
メ
ー
ル
で
の
返
信
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

日
（
木
）
に
テ
ス
ト
メ
ー
ル
を
流
し

12
ま
す
。
今
回
は
返
信
機
能
は
使
用
し
ま
せ

ん
。
来
年
度
今
の
メ
ー
ル
登
録
を
引
き
継

ぎ
、
学
校
で
学
年
を
上
げ
る
作
業
を
行
い

ま
す
。
今
の
メ
ー
ル
を
継
続
す
る
方
は
再

登
録
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。



よくできている

１．すすんであいさつができる児童を育てていきます。

「よくできている」「だいたいできている」（＋評価）の割合

２６年度

２５年度

２．友達を思いやり、互いに助け合って学校生活を送ることができるようにします。

「よくできている」「だいたいできている」（＋評価）の割合

２６年度

２５年度

３．場に応じた正しい言葉使いができるように指導していきます。

「よくできている」「だいたいできている」（＋評価）の割合

２６年度

２５年度

８４．２％ ８１．５％ ９６．６％

８１．６％ ８１．４％ ９０．０％

９０．３％ ９０．０% １００％

保護者 児童 教職員

保護者 児童 教職員

９３．０％ ８８．５％ １００％

教職員

１００％

８５．５％ ９４．２％ １００％

保護者 児童

８４．５％ ９３．１％

だいたいでき
ている

できていない
ところがある

できていない

学校評価アンケートの結果報告と考察

　学校評価のアンケートでは、ご協力ありがとうございました。保護者・児童（３年生以上）・教職員の結果をまとめましたの
で、ご報告いたします。
　今後も、本校の教育活動へのご理解とご協力をお願いいたします。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保護者

児童

教職員

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保護者

児童

教職員

現状
・自分から「大きな声で」「来校者に対して」のあいさつ
はもう少しです。
・「あいさつ月間」に参加した子への賞状を廃止しました
が、例年通り、たくさんの児童がしっかりとあいさつ運動
に参加することができています。

今後
・「あいさつ月間」であいさつをする場所を今後再検討
していきます。
・教員からのあいさつを積極的に行っていきます。
・あいさつ、返事の指導は継続的に行っていきます。

現状
・９０％近くの児童が、友達を思いやり学校生活を送っ
ていると満足しています。しかし、できていないと捉え
ている児童が約１２％いるという現状です。

今後
・自分が周りの人から大切にされているという意識をも
たせ、自己肯定感を高めていくことが、友達を思いや
る気持ちに繋がっていくと考えます。学校生活全般
で、自己肯定感を高めるようにしていきます。具体的
には、教科の授業や清掃・給食などの体験活動を通
して、育んでいきます。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保護者

児童

教職員

現状
・２０％の児童が場に応じた言葉遣いができていない
と捉えています。児童の大人に対しての言葉遣いがも
う少しであるという状況です。

今後
・大人に対する言葉遣いや場に応じた言葉遣いなど
学校生活全般で、教職員全体で共通理解をして継
続的に指導していきます。特に、教室では友達との
会話、大人との会話、教員との会話などＴＰＯに合わ
せた指導を行っていきます。

2



４．５組と１、２組との交流および共同学習を計画的にすすめていきます。

「よくできている」「だいたいできている」（＋評価）の割合

２６年度

２５年度

５．学ぶことがはっきりしていて分かりやすい授業をすすめていきます。

「よくできている」「だいたいできている」（＋評価）の割合

２６年度

２５年度

６．教育活動全体で言語活動を充実し、「聞く」「話す」能力の向上を図ります。

「よくできている」「だいたいできている」（＋評価）の割合

２６年度

２５年度 ９１．０％ ８２．０％ ９５．０％

保護者 児童 教職員

９０．３％ ８１．３％ ８９．３％

９２．７％ ９１．９％ ８８．９％

９１．６％ ９３．９％ １００％

９５．８％ ７０．１％ ９１．７％

保護者 児童 教職員

保護者 児童 教職員

９４．５％ ８０．９％ ９４．４％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保護者

児童

教職員

現状
・各学年、学習内容や行事と合わせて交流学習を
行っています。
・持久走やひじ皿作りでは、通常級の児童と５組の児
童が声を掛け合っている様子が見られました。

今後
・年間計画に基づいて、通常学級と５組の担任同士
が声を掛け合って、積極的な交流をすすめていきま
す。
・学校全体として、低学年のうちに、交流に重点を置

現状
・保護者、児童、教職員の三者とも肯定的にとらえら
れています。教員の意識としては、現状に満足せず、
より改善していきたいという気持ちも表れています。

今後
・児童が学習の流れの分かる授業など、校内研究等
を通して、授業改善に努めていきます。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保護者

児童

教職員

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保護者

児童

教職員

現状
・保護者は学校公開の様子などを通して、言語活動
の充実を捉えています。児童の中には、学習中に発
表することに対して、苦手意識を持っている子もいる
のが現状です。

今後
・自分の意見を発表することに対して、苦手意識がな
くなるように指導の工夫を常に考えていきます。相手
に伝わる話し方の学習を継続していきます。
・校内研究等を通して、授業改善に努めていきま
す。

3



７．学習のルールについて児童に繰り返し指導し、ルールを守って学習がすすめられるようにします。

「よくできている」「だいたいできている」（＋評価）の割合

２６年度

２５年度

８．家庭と連携し、家庭学習の習慣が身に付けようにしていきます。

「よくできている」「だいたいできている」（＋評価）の割合

２６年度

２５年度

９．持久走月間、なわとび月間の充実や環境整備をすすめ、児童がすすんで体力づくりに取り組む態度を育てていきます。

「よくできている」「だいたいできている」（＋評価）の割合

２６年度

２５年度

９６．４％ ８９．２％ １００％

９６．８％ ９０．６％ １００％

８２．５％ ８２．５％ ８７．５％

保護者 児童 教職員

保護者 児童 教職員

７９．６％ ８１．９％ １００％

９３．８％ ８７．２％ １００％

９１．７％ ８６．０％ ９５．０％

保護者 児童 教職員

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保護者

児童

教職員

現状
・学校公開の様子から、保護者は肯定的に捉えてい
ます。
・児童によっては、学習のルールの捉え方に差があ
るように思えます。

今後
・年度当初に児童に徹底すると共に、保護者にも周
知して、学習ルールの共通理解を図りたいと考えて
います。
・大泉小１０のルールでは、学習面・生活面の両面あ
るので、場面に応じて指導していきます。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保護者

児童

教職員

現状
・宿題はほとんどの児童が取り組んでいるが、自主学
習の取り組みまでは、至っていないのが現状です。

今後
・プリントやドリルなどの宿題だけでなく、学年に応じ
た家庭学習が取り組めるように、家庭学習の中身な
どを考えていきます。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保護者

児童

教職員

現状
・持久走では、児童が楽しんで取り組み、時間外でも
走る姿が見られました。
・持久走カード等を活用することで、持久走に対する
動機付けになっていると考えます。

今後
・運動委員会の児童たちが、月間中に積極的に関わ
れるようにしていきます。
・なわとびカードでは、児童が自分のなわとびの達成
が感じるような工夫をしていきます。
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１０．道徳や特別活動などの充実を通して、自己肯定感を高め、困難に立ち向かう強さを育てていきます。

「よくできている」「だいたいできている」（＋評価）の割合

２６年度

２５年度

「よくできている」「だいたいできている」（＋評価）の割合

２６年度

２５年度

１２．地域の教育力や環境を活用した授業を実践し、教育内容を豊かにしていきます。

「よくできている」「だいたいできている」（＋評価）の割合

２６年度

２５年度 ９４．５％ ９４．１％

８８．６％ １００％

保護者 教職員

９５．３％ １００％

９０．９％ ８４．５％ １００％

保護者 教職員

８９．３％ １００％

１１．個々の児童の学校生活の様子について、必要に応じて保護者の皆様に丁寧に伝え、協力しながら指導をすすめていきます

保護者 児童 教職員

８９．４％ ８７．５％ １００％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保護者

児童

教職員

現状
・各学級で適宜学級会を設定しています。
・２年前まで校内研究を通して、児童が話合いの流れ
を理解し、取り組んでいる状況です。
・道徳をはじめ、日常の教科・領域などの中で、生活
を振り返らせ、自己肯定感を高めるよう指導していま
す。

今後
・低、中、高学年の学級会で使う物を整備し、話合い
活動が円滑にすすむようにしていきます。
・教員が適宜声をかけて価値付けをし、自己肯定感
を高めていくようにします。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保護者

教職員

現状
・学校だより、学年だより、個人面談、保護者会等で必
要なことについてお知らせしています。
・児童のことについては、各担任がそれぞれの保護者
に必要に応じて伝えていますが、気になることがありま
したら、ご一報ください。

今後
・ホームページを通しても、学校のことを伝えている
が、学年によって内容の差があるので、どの学年も児
童たちの様子を伝えるよう取り組んでいきます。

現状
・生活科、社会、総合的な学習など学年に合わせて、
地域の教育力を活用させていただいていて、感謝して
います。（１年どんぐり拾い・２年町探検、消防署・３年
小泉牧場・４年練馬大根、点字体験・５年アニメ教育、
手話体験・６年車椅子体験）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保護者

教職員

今後
・現状のように、各学年の学習内容に合わせて、地域
の教育力を今後も活用させていただき、教育活動の
充実を図っていきます。
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１３．研修を充実させ、指導力の向上を図り、児童が生き生きと活動する授業づくりをします。

「よくできている」「だいたいできている」（＋評価）の割合

２６年度

２５年度

１４．生活指導の課題については、一人一人のお子さんに応じた丁寧な指導をすすめていきます。

「よくできている」「だいたいできている」（＋評価）の割合

２６年度

２５年度

１５．服務事故を絶対に起こさないようにします。教職員が場に応じた服装や正しい言葉遣いができるようにしていきます。

「よくできている」「だいたいできている」（＋評価）の割合

２６年度

２５年度 ９４．５％ ９５．０％

８５．６％ １００％

保護者 教職員

９４．８％ １００％

９１．９％ ９０．０％

保護者 教職員

８８．６％ ９６．３％

保護者 教職員

９４．２％ １００％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保護者

教職員

現状
・児童の学習の取り組みに対して、教職員が真摯に
取り組んでいると捉えている保護者が多く、ありがたく
思っています。

今後
・現状に満足することなく、今後も教員の指導力の向
上を努めていきます。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保護者

教職員

現状
・約９０％の保護者が肯定的な評価をしていただいて
います。

今後
・児童の生活指導上の課題に対しては、スクールカ
ウンセラーや心のふれあい相談員の方とも協力しな
がら、学校全体で共通理解をしてすすめていきま
す。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保護者

教職員

現状
・教職員の場に応じた服装や正しい言葉遣いが不十
分と捉えられているところもあります。

今後
・引き続き教育現場にふさわしい服装や言動、服務事
故防止に留意し、さらに信頼されるよう取り組んでいき
ます。
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